
のしろ市議会だより

■質
イ
オ
ン
出
店
は
巷
間
中
止
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と

言
わ
れ
て
い
る
が
、
中
心
市
街
地
活
性
化
計
画
に
も
大
き

く
影
響
が
あ
る
と
思
う
が
、
イ
オ
ン
側
に
出
店
の
是
非
を

き
ち
ん
と
確
認
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

■答
イ
オ
ン
出
店
に
つ
い
て
の
﹁
巷
間
噂
と
な
っ
て
い
る

と
言
わ
れ
て
い
る
﹂
こ
と
に
つ
い
て
は
、
イ
オ
ン
の
出
店

が
危
う
く
な
っ
て
い
る
と
は
思
っ
て
い
な
い
し
、
そ
の
よ

う
な
情
報
は
入
っ
て
き
て
い
な
い
。

■質
第
4
回
目
を
迎
え
る
同
大
会
は
年
々
規
模
が
拡
大
さ

れ
、
本
年
は
新
イ
ベ
ン
ト
も
予
定
さ
れ
て
い
る
が
、
開
催

地
の
愛
称
は
全
国
へ
の
P
R
に
な
る
。
ま
た
、
周
辺
の
道

路
整
備
も
必
要
で
は
な
い
か
。

■答
能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
は
、
宇
宙
関
連
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
は
日
本
最
大
級
と
な
っ
て
い
る
。
開
催
場
所
の
愛
称
に

つ
い
て
は
、
主
催
者
で
あ
る
﹁
能
代
宇
宙
イ
ベ
ン
ト
協
議

会
﹂
及
び
所
有
者
で
あ
る
秋
田
県
等
の
意
向
を
踏
ま
え
た

上
で
、
検
討
し
た
い
。
ま
た
、
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に

つ
い
て
も
所
有
者
で
あ
る
、
県
と
浅
内
財
産
区
と
協
議
の

上
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
能
代
北
高
校
・
商
業
高
校
の
統
合

・
市
長
の
政
治
倫
理
条
例
の
制
定

イ
オ
ン
出
店
の
見
通
し

■質
4
月
か
ら
新
規
入
居
が
停
止
に
な
り
、
入
居
者
に
も

退
去
の
案
内
が
き
て
い
る
が
、
雇
用
促
進
住
宅
の
現
状
の

把
握
と
買
取
り
の
検
討
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

入
居
者
か
ら
の
相
談
へ
の
対
応
は
。

■答
雇
用
促
進
住
宅
は
、
平
成
33
年
度
ま
で
に
譲
渡
・
廃

止
す
る
方
針
が
決
定
さ
れ
て
お
り
、
能
代
宿
舎
に
つ
い
て

は
、
今
年
4
月
か
ら
新
規
入
居
を
停
止
し
て
い
る
。
買
取

り
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
雇
用
・
能
力
開
発
機
構
と
の
情

報
交
換
を
受
け
て
検
討
し
た
い
。
入
居
者
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
市
営
住
宅
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
担
当
窓
口
︵
☎ 

89

−

２
1
9
4
︶
に
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
き
た
い
。

■質
多
く
の
未
受
診
者
が
、
公
費
補
助
の
拡
大
に
伴
っ
て

減
少
。
し
か
し
、
7
回
未
満
の
寡
受
診
者
は
依
然
1
〜

3
%
で
安
心
は
で
き
な
い
。
国
も
望
ま
し
い
と
し
て
い
る

妊
婦
健
診
全
14
回
へ
の
補
助
の
実
施
を
。

■答
本
市
で
は
、
一
般
健
診
7
回
、
感
染
症
検
査
等
3
回

の
計
10
回
の
助
成
を
実
施
し
て
い
る
が
、
今
後
、
実
態
も

調
査
し
な
が
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
空
き
家
等
防
災
・
防
犯
等
の
対
処
は

・
市
民
税
の
減
免
制
度
の
改
善

雇
用
促
進
住
宅
の
譲
渡
・
廃
止
問
題
の
影
響
は

■質
県
内
外
の
釣
り
客
で
賑
わ
う
米
代
川
の
サ
ク
ラ
マ
ス

で
、
関
係
団
体
と
活
性
化
イ
ベ
ン
ト
等
が
で
き
な
い
か
。

ま
た
、
貴
重
な
北
限
の
檜
山
茶
を
歴
史
の
里
桧
山
の
観
光

茶
園
等
で
の
存
続
は
ど
う
か
。

■答
サ
ク
ラ
マ
ス
釣
り
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
漁
業
権
の
問
題

や
阿
仁
川
漁
協
と
の
調
整
が
必
要
に
な
る
な
ど
課
題
が
多

い
。
当
面
は
サ
ク
ラ
マ
ス
資
源
の
保
護
や
釣
り
客
の
マ
ナ

ー
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
対
応
を
検
討
し
た
い
。
ま
た
、

檜
山
茶
は
、
保
存
す
べ
き
貴
重
な
地
域
資
源
等
で
あ
る
た

め
、
所
有
者
や
檜
山
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
意
向
を

伺
い
な
が
ら
継
承
に
努
め
た
い
。

■質
二
ツ
井
地
区
の
4
小
学
校
が
統
合
し
て
2
カ
月
半
。

学
校
生
活
、
ス
ク
ー
ル
バ
ス
通
学
や
校
舎
施
設
等
の
問
題

点
は
な
い
か
。
22
年
完
成
予
定
の
新
校
舎
へ
の
二
ツ
井
産

ゼ
オ
ラ
イ
ト
の
使
用
方
法
は
。

■答
4
校
の
児
童
が
ス
ム
ー
ズ
に
学
校
生
活
に
入
れ
る
よ

う
昨
年
に
交
流
授
業
を
実
施
し
た
り
、
学
校
訪
問
を
行
っ

て
い
る
。
バ
ス
に
つ
い
て
は
新
た
に
教
育
バ
ス
を
運
行
し

た
り
、
乗
車
定
員
の
多
い
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
切
り
か
え
な

が
ら
対
応
し
て
い
る
。
現
校
舎
は
昨
年
度
改
修
工
事
を
実

施
し
問
題
は
な
い
。
ゼ
オ
ラ
イ
ト
は
校
舎
棟
周
囲
へ
敷
く

ほ
か
中
庭
芝
生
の
客
土
へ
使
用
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

・
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
活
動
は

・
各
地
区
ス
ポ
少
へ
の
学
校
の
対
応
は

・
閉
校
小
学
校
の
利
用
方
法

﹁
サ
ク
ラ
マ
ス
﹂﹁
檜
山
茶
﹂
で
地
域
活
性
化

能
代
宇
宙
ロ
ケ
ッ
ト
イ
ベ
ン
ト

妊
婦
健
診
の
拡
充

4
月
開
校
の
二
ツ
井
統
合
小
学
校
の
現
況
等
は
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